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背景・目的 

BMI は特定の疾患や死亡との関連について着目をされることが多いものの、ADL との関連に

ついて検討を行った研究は限られている。そこで、本研究は、Body Mass Index(BMI)と日

常生活動作（ADL）低下の関連を明らかにすることを目指す。 

 

方法 

1990 年から 2012 年に行われた 22年間のコホート調査（NIPPON DATA90）において、調査開

始時点で 45-74 歳であった 3353 名の日本人を４つの BMI 区分に分類した：18.5 未満、

18.5-21.9（基準）、22.0-24.9、25.0 kg/m2以上。推計のアウトカムは、ADL が正常かつ追

跡期間中において生存、ADL のいずれかの項目について介助が必要になった場合（ADL 低下

後に死亡も含む）、競合リスクとして ADL の低下は観察されなかったものの死亡の３つであ

る。推計は、男女別に多項ロジスティック回帰分析により行われ、多変量解析の調整変数

としては年齢、喫煙状況、飲酒状況、高血圧、高コレステロール、糖尿病と血清アルブミ

ン値がモデルに含まれた。 
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結果 

多変量解析の結果から、特に女性においては、BMI と ADL の関連は U 字型であったものの、

BMI が 18.5-21.9 の群と比較して BMI が 25.0 以上の群においてのみ、ADL 低下リスクが高

い傾向にあった（オッズ比：1.39、95%信頼区間：1.01-1.92）。また、男性において、BMI

が 25.0 以上の群において、ADL 低下が観測されずに死亡するリスクが低い傾向にあった（オ

ッズ比：0.70、95％信頼区間：0.50-0.98）。 

 

結論 

本研究により、男性においては BMI が 22.0-24.9 の群において ADL 低下リスクが最も低い

可能性があり、女性においては、過体重であることが将来の ADL 低下の予測因子となるこ

とが示唆された。ADL 低下を予防するという観点からは、特に女性において過体重や肥満対

策が重要である。 
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